


Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

今日の社会は、情報化、グローバル化等により時代が急変し、景気の問題や尐子高齢化、

核家族化が進み、地域社会における人間関係が希薄なものとなっている。そのために、若者

は、将来に不安を感じ、夢や目標をもって、前向きな生き方をすることが難しくなっている。 

このような社会情勢の中で、宮崎の教育創造プランにおいては、「恵まれた自然、先賢の

精神、豊かな人情などの本県の教育資源を生かしながら、『確かな力を基盤とした感動と感

性の教育』を推進することを通して、『ふるさとを愛し、自分に自信と誇りを持ち、夢や希

望を抱いて、社会に貢献する気概を持つ子ども』の育成を目指す」としており、創造の視点

１に「ふるさと教育の充実」を挙げている。 

そして、「第２期 明日の宮崎を担う子どもたちを育む戦略プロジェクト」においては、

地域ぐるみの教育環境推進を基盤とし、戦略２に「地域の特性を生かした多様な一貫教育

の推進」を設定しており、県内各地で種々の先進的な実践がなされている。 

本町は、平成１８年１０月にＮＰＯ法人「日本で最も美しい村」連合に加盟し、美しい

農山村の景観や環境・文化を保存する取組を行っている。間近に見える霧島連山や裾野に

広がる田園、その間を流れる清流等の美しい日本の原風景を地域の財産として生かし、児

童生徒の郷土愛を高める教育を推進していくことは、今後一層社会の変革が進む中で、最

も重視すべき課題であると考える。 

昨年度に実施した実態調査においては、高原町の９５％以上の児童生徒が「高原町のこ

とを『とても好き』、『好き』」と回答しているにもかかわらず、「町鳥、町花、町木、

町旗等を知らない」、「町の人口や主な産業を知らない」、「高原町のことをもっと知り

たい、調べたいと思わない」、「高原町の自慢できることを誰かに教えたいと思わない」

など、意外に知らないことが多く、身近なふるさとについての興味・関心が高いとは言え

ない結果であった。そのために、高原町では、小中一貫教育を積極的に推進し、高原中学

校区及び後川内中学校区における合同研修会や合同授業研究会等を開催する等の小・中学

校が連携した取組を推し進めている。そして、本研究所は、高原ならではの地域素材を生か

したふるさと学習を充実するために、実態調査や地域素材の開発、ふるさと学習の実践を

通して、これらの取組をより進展させることに力を注いできた。 

本年度は、昨年度までの実績と課題を踏まえ、高原ならではの地域素材を活用した「ふ

るさと学習指導モデル」を作成し、小・中学校の連携を図りながら系統的に郷土の自然や歴

史、産業、伝統文化を高原町の児童生徒（小３～中３）に、学習させる実践を試みること

にした。 

このような取組を充実させていくことができれば、児童生徒の身近なふるさとへの興味・

関心が更に高まり、「ふるさとを愛する『たかはるの子』の育成」ができると考え、本主

題を設定した。 
 

Ⅲ 研究の目標 

１ 小・中学校の７年間（小３～中３）で学ばせたい、高原ならではの地域素材を活用し

たふるさと学習指導モデルを作成する。 

２ 小中一貫教育の推進を図り、地域素材で系統的に郷土の自然や歴史、産業、伝統文化を

学ぶことを通して、ふるさとを愛する「たかはるの子」を育成する。 

ふるさとを愛する「たかはるの子」の育成 
～高原ならではの地域素材を生かした小中一貫教育の取組（２年次）～ 
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－
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Ⅳ 研究仮説 

１ 町内児童生徒の実態や保護者・教職員等の思いを把握し、各学校の年間指導計画を参

考に、地域素材を精選して系統化・教材化を図れば、高原ならではの地域素材を活用し

た小・中学校の７年間（小３～中３）で学ばせたいふるさと学習が構築できるであろう。 

２ 地域素材を中心としたふるさと学習で、系統的に郷土の自然や歴史、産業、伝統文化を

学び、小中一貫教育という視点から各学校間で学習した内容の交流を行えば、高原への愛

着がより深まり、ふるさとを愛する「たかはるの子」を育成することができるであろう。 

 

Ⅴ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究内容の年次計画＞ 
１年次 →アンケート実施と分析、ふるさと学習の基本的な考え方 

基本的な学習段階とコア素材の開発、ふるさと学習の実践 
２年次 →総合的な学習の時間におけるふるさと学習指導モデルの作成、モデル授業の

実践、各学校間の交流の実施 
３年次 →他教科における地域素材を用いた学習系統表の作成、デジタル教材の作成、

ふるさと学習の実践と評価 

目指す児童生徒像 

ふるさとを理解し、愛する気持ちと誇りをもって他の地域の人に発信できる児童生徒 

研究仮説１ 

 町内児童生徒の実態や保護者・教職員等の思
いを把握し、各学校の年間指導計画を参考に、
地域素材を精選して系統化・教材化を図れば、
高原ならではの地域素材を活用した小・中学校
の７年間で学ばせたいふるさと学習が構築でき
るであろう。 

研究仮説２ 

 地域素材を中心としたふるさと学習で、系統的
に郷土の自然や歴史、産業、伝統文化を学び、小
中一貫教育という視点から各学校間で学習した内
容の交流を行えば、高原への愛着がより深まり、
ふるさとを愛する「たかはるの子」を育成するこ
とができるであろう。 

研究内容１ 

 高原ならではの地域素材を活用したふるさと学

習を構築するための研究 

○ 総合的な学習の時間におけるふるさと学習

指導モデルの作成 

○ 他教科における地域素材を用いた学習系統

表の作成 

研究内容２ 

 ふるさとを愛する「たかはるの子」を育成するた
めの学びの研究 

○ 総合的な学習の時間の基本的な学習過程の検
討と町内小中学校への提案 

○ モデル授業の実践と作成した学習指導過程の
修正、改善 

○ 小中一貫教育という視点から各学校間で学習
した内容の交流の実施と実施した内容の公表 

 研 究 主 題  

 

高原っ子 狭野っ子 広原っ子 後っ子 

高原町の学校教育目標 

「心身の教育を基盤にした学力の向上とふるさと教育の充実」 
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Ⅵ 研究内容 

 １ 理論研究 

  (1) 高原町が目指すふるさと学習 

    ふるさと学習では、町内の児童生徒が、ふるさとに関する正しい知識をもつことも大

きなねらいのひとつであるが、知識を得て、それを増やすことのみではなく、得た知識

で本町のよさを知り、郷土愛を高めることにつなげることをねらいとしている。また、

先人や町内に住む先輩方との関わりを通して、いろいろな人のふるさとに対する思いに

ついても考えさせることで、情意的な側面も育んでいく。 

    ふるさと学習は、高原のシンボルである「霧島山」を中心にして、総合的な学習の時

間はもちろん、各教科の中にも、高原ならではの地域素材を配置し、小学校３学年から

中学校３学年までの７年間で、大きな３つのステージと発達段階に応じた基本的な考え

方を踏まえ、総合的な計画のもとに実施していく。 

    各学年のめざす児童生徒像と各段階のステージをまとめると、次のようになる。 

段
階 

学
年 

各段階の内容 各学年の目指す児童生徒像 

知 

る 

小
３
・
小
４ 

 ３学年の社会科で本町について学習す

ることを中心に、ふるさとに関わる知識

を増やすことを目的とする。町章、町木、

町花、町鳥や自然、歴史的な建物など、

ふるさと高原の具体的な事実を学習する

段階。「霧島山」についても概要を学び、

基本的な知識を得る。 

 ふるさとについて町の概要や自然等

高原町に関わる事項について、ふるさ

とを理解するために主体的に調べよう

とする児童（小３～５） 

広
げ
て
深
め
る 

小
５
・
小
６
・
中
１ 

 「知る」段階での知識をもとに、歴史

や事実の背景等、本町についてのよさを

さらに掘り下げる段階。「霧島山」につい

ては、今までに得た知識をもとに、「霧島

山」のよさや恵みについて考える。６年

生では、小学校段階のまとめとして、「高

原町の神話・伝説、文化財」についてテ

レビ会議システムを活用して発信し、他

の学校との交流を通して、ふるさとにつ

いての知識を広げたり、よさを多面的に

考えさせたりする。 

 ふるさとについての知識をもとに、

町内の児童同士で、自分の思いを紹介

し、多様な視点での本町のよさを認識

することができる児童（小６） 

 ふるさとについての知識や現状、並

びにふるさとの先輩からの話をもと

に、ふるさとについての自分の思いを

素直に表現できる生徒（中１～２） 

振
り
返
る 

中
２
・
中
３ 

 「広げて深める」段階で考えた本町の

よさを再度、改善点も含めて検証し、体

験等を通して、より深く考えさせる段階。

「人とのふれあい」もテーマの一つとし、

町内の先輩にインタビューをすること

で、多様な考えにふれさせ、ふるさと高

原についての考えを振り返らせる。また、

ふるさと学習のまとめとして、学習の成

果を発信する。 

 ふるさとに関する知識や、現状をも

とにふるさとのよさを守り、課題を改

善していくための自分の役割を考える

生徒（中３） 
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(2) 総合的な学習の時間におけるふるさと学習 

 ア 総合的な学習の時間におけるふるさと学習の基本的な考え方 

   小学校３学年から中学校３学年までの「知る」「広げて深める」「振り返る」各段階のス

テージの考え方をもとに、ふるさと学習を実施するために、小・中学校７年間（小３～中

３）で学ばせたい、高原ならではの地域素材を活用した総合的な学習の時間における各学

年５時間のふるさと学習モデルを作成した。５時間に設定した理由は、「新学習指導要領ガ

イドブック～『生きる力』をはぐくむ教育課程の創造を目指して～」（宮崎県教育委員会）

で示されている「課題設定」「情報収集」「整理・分析」「まとめ・表現」「まとめ」の５段

階を参考にした。 

   内容は、町内の小・中学生に高原町で生まれ育った児童生徒として、学ばせたい高原町

ならではの地域素材（自然や歴史、産業、伝統文化）について基本的な知識を理解し、さ

らに町内の児童生徒同士、先輩との交流を通してふるさとのよさを見つめ直し、ふるさと

に誇りをもって生きる力を育てることをねらいとしている。 

 

 イ 「総合的な学習の時間」各学年の指導計画 

 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

単元名 
高原町を知ろ
う 

高原町かるた
を作ろう 

ＰＲ大作戦！
~「霧島山」の
よさや恵み~ 

“神武の里”
高原の歴史を
訪ねよう！ 

ふるさとを守
っていこう 

ふるさとの先
輩と語ろう 

「ふるさと高
原」を発信し
よう 

ねらい 

高原町のこと
を調べること

で、自分たち
の住む町に興
味・関心をも
ち、高原町に
ついて知識を
得ることがで
きる。 

高原町のこと
を さ ら に 調

べ、高原町に
ついての知識
を広めること
ができる。 

「霧島山」の
特徴や山の恵

みを調べるこ
とを通して、
ふるさとのよ
さを実感する
ことができる。 

高原町に伝え
られている神

話・伝説や文
化財について
調べることを
通して、歴史
と伝統あるふ
るさとのよさ
を実感するこ
とができる。 

今まで学習し
たことをもと

に、中学生の
視点で高原の
よさを見つめ
ることができ
る。 

町内の先輩方
にインタビュ

ーをして、「ふ
るさと高原」
に対する思い
を聞くことで、
自分の「ふる
さと高原」へ
の思いを振り
返らせる。 

ふるさと学習
で学んだ知識

や自分の思い
をまとめ、「ふ
るさと高原」
について発信
する。 

第１時 

○高原町の町
旗・花・鳥・
木・校旗につ

いて知る。 

○グループ分
けをする。 

○調べる計画
を立てる。 

○３択クイズ
をする。 

○高原町にあ

る豊かな自然
や歴史的な建
物について知
る。 

○グループ分
けをする。 

○調べる計画
を立てる。 

○ふるさとの
山「霧島山」に
ついて知る。 

・大切なシン
ボルであるこ
と 

・個々の山に
も名前がある
こと 

・個々の山々
の特徴や恵み 

○「ひむか神
話街道／Web

サイト高原町」を

鑑賞し、高原
町の歴史に興
味をもつ。 

○高原町 Web

等に、町の神
話等が紹介さ
れていること
を知り、調べ
たいことを決
定する。 

○高原町につ
いてこれまで
に学習してき

たことを振り
返る。 

○高原のよさ
を発表し合い、
調べたいテー
マと発表方法
を決め、計画
表をつくる。 

○インタビュ
ーの申し込み
をしよう。 

○「ふるさと
高原」のよさ
について話し

合おう。 

第２時 

○自分の興味

をもったもの
について調べ
る。 

○自分の興味

をもったもの
について調べ
る。 

・御池 

・皇子原 

・「霧島山」 

・地域の神社  

・川 

・温泉 

・史跡・文化財 

    など 

○グループに

分かれ、山々
のよさや恵み
について、図
書やインター
ネット等を使
って調べたり
家や近所の人
にインタビュ
ーしたりして
調べる。 

○自分が選択

した高原町に
伝わる神話・
伝説や文化財
について調べ
る。 

○自分の決め

たテーマを調
べ、まとめる。 

○「インタビ

ュー企画書」
を作ろう。 

○「ふるさと

高原」のため
に、私たちに
できるボラン
ティア活動を
考えよう。 

第３時 

  ○グループで

調べたことを
まとめ、ニュ
ースレポート
形式で発表で
きるように編 

○詳しく調べ

たことをまと
め、高原町の
マップに書き
込む。 

○発表に使用

する作品を作
る。 

○インタビュ

ーをしよう。 

○ボランティ

ア活動の準備
をしよう。 
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  集し、それぞ
れの山のよさ
や恵みについ
て発表する。 

    

第４時 

○調べたこと
をまとめる。 

・模造紙 

・絵本 

・画用紙 

○高原町かる
たを作る。 

○グループご
とに発表し合
い、それをビ
デオに収める。 

○それぞれの
グループの発
表のよさを認

め合い、よさ
や美しさにつ
いて話し合う。 

○ＴＶ会議を
通して、他の
学校との交流
発表会を行い、
高原町内の神
話・伝説や文
化財について

の知識を広げ
たり、考えを
深めたりする。 

 ○「ふるさと
高原」への思
いが伝わる、
インタビュー
のまとめをし
よう。 

○グループご
とに、ボラン
ティア活動を
しよう。 

第５時 

○調べたこと
を発表し、学
習を振り返る。 

○高原町かる
た大会をする。 

○調べたこと
を振り返る。 

○ビデオを保
護者や関係者
に見てもらい、
活動の様子を
ＨＰ等で伝え
る。 

○単元の活動
を振り返り、

学習のまとめ
をする。 

○単元の活動
を振り返り、
学習のまとめ
をする。 

○作成したマ
ップを校外に
公表する計画
を立て、外部

に発信する。 

○まとめた内
容を発表し合
い、高原のよ
さを見つめる。 

○インタビュ
ーのまとめを
発表し合おう。 

○ボランティ
ア活動やふる
さとへの思い
をまとめよう。 

 

ウ 小学校第５学年の指導計画例 

学年 第５学年 視点 ふるさと学習  

単元名 ＰＲ大作戦！～｢霧島山｣のよさや恵み～  時数 ５時間 

ねらい ○ 「霧島山」の特徴や山の恵みを調べることを通して、ふるさとのよさを実感することができる。  

時 児童の活動・内容  教師の指導・活動の留意点  評 価 

第１時 

○ ふるさとの山「霧島山」について知る。  

 ・「霧島山」は高原町にとって大切なシンボ

ルであることを知る。  

 ・いくつかの山から「霧島山」が成り立ち、

個々の山にも名前があることを知る。  

 ・個々の山々の特徴や恵みについて知る。  

○ アンケートの結果によってふ

るさとについての認識をふり返

らせ、ふるさとの山「霧島山」

について調べようとする意欲を

高める。 

○ 「霧島山」のよさ・美し

さについて、調べようとす

る意欲をもてたか。 

第２時 

○ グループに分かれ、山々ごとのよさや恵

みについて、図書やインターネット等を使

ったり、家や近所の人にインタビューした

りして調べる。 

○ 家の人へのインタビューワー

クシートを準備する。  

○ 「霧島山」に関する写真資料

が調べられる Web ページをリ

ストアップしておく。  

○ 「霧島山」について、意

欲的にインタビューした

り、インターネットで調べ

たりすることができたか。 

第３時 

○ グループで「霧島山」について調べたこ

とをまとめ、ニュースレポート形式で発表

できるように編集し、それぞれの山のよさ

や恵みについて発表する。  

○ 自分なりの考えをまとめ、ま

た、資料を見やすくして、伝え

たい内容が分かりやすく構成さ

れるように助言する。  

○ 「霧島山」について調べ

たことをもとに、詩や短

歌・俳句にまとめることが

できたか。 

第４時 

○ グループごとに発表し合い、それをＶＴ

Ｒに収める。 

 

 

 

○ それぞれのグループの発表のよさを認め

合い、「霧島山」のよさや美しさについて話

し合う。 

○ 発表の内容がよく伝わるよう

に、掲示の仕方や発表の声、聞

き手のメモの取り方等の事前指

導をしておく。  

 

○ それぞれのグループの発表か

ら、「霧島山」のよさや恵みにつ

いて相互にまとめさせる。  

○ 他の学校の人に自分の

作った作品を通して「霧島

山」のよさ・美しさを紹介

できたか。 

 

○ 友だちの作品を通して

「霧島山」のよさ・美しさ

について考えを深められ

たか。 

第５時 

○ 発表する内容のＶＴＲを保護者や関係者

に見てもらい、活動の様子をＨＰ等で伝え

る。 

 

 

○ 単元の活動を振り返り、学習のまとめを

する。 

○ ＶＴＲ視聴をすることを、あ

らかじめ保護者や発表に協力し

ていただいた方々に伝え、参観

授業として計画をする。  

 

○ 深まった考えをもとに、ワー

クシートで自己評価ができるよ

うにする。 

○ 「霧島山」のよさや恵み

について考えを深め、その

すばらしさを他の学校や

町内外の人々に伝えるこ

とができたか。 
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(3) 他教科におけるふるさと学習の系統表 

  総合的な学習の時間以外の各教科で、地域素材を関連的に扱うことのできる教科・単元を

ピックアップした。その中で、「霧島山」を中心にして、町内の学校全体が統一して実践で

きる地域素材の活用を考え、系統表を作成した。今後は、下の系統表を各学校の年間指導計

画に位置付け、計画的に実施していく予定である。 

「霧島山」を中心とした地域素材の系統表 

学年 月 教科・単元名 学習内容 

小３ 
４
月 

社会科 
「わたしたちのまち、みんなのまち」 

副教材をもとに、各学校の身近な場所を訪ね、新
たな発見やインタビューをして分かったことなど
をマップにまとめて発表する。 

小４ 
10
月 

社会科 
「山ろくに広がる用水」 

学校近くの用水を調査し、用水の用途や仕組みを
調べる。また、身近な用水に関係する川や高千穂用
水の写真などを授業に活用する。 

小５ 
３
月 

社会科 
「自然災害を防ぐ」 

日本での自然災害を取り上げる中で、新燃岳の噴
火の資料も活用し、日本の環境をテーマにしてまと
める。 

小６ 
12
月 

理科 
「大地のつくりと変化」 
～大地の変化～ 

火山灰の観察をしたり新燃岳の火山活動につい
て調べたりする。また、「霧島山」の副教材や、「霧
島山」の模型を用いて学習を進める。 

中１ 

12 
・ 
１
月 

理科 
「活きている地球」 
～火山について探ってみよう～ 

火山の噴火のしかたや形、噴火の特徴などを調べ
る活動の際に、新燃岳の噴火の写真やビデオを視聴
したり、火山灰・火山礫を観察したりしながらまと
める。 

中２ 
６
月 

国語科 
「調べて発信しよう」 
（テーマを選択） 

高原町の政治・産業・文化・福祉・教育・自然等
を題材にした学習課題を設定し、テーマを選択して
課題解決学習を行う。 

中３ 
５
月 

英語科 
「コミュニケーション」 
～町の紹介～ 

高原町を代表する「霧島山」や文化財を中心に、
英語で紹介文を考え、発表する。 

 

第５学年社会の指導過程の例 【単元：自然災害を防ぐ】(３月) ４時間／東書ｐ102～107 

段
階 

主な学習活動 指導上の留意点 評価の規準 

つ
か
む 

○ 我が国で近年起こった自然災害を調べて地図や年

表にまとめて発表し合う。 

・日本のどこかで、毎年のように大きな自然災害が発

生していること 

・我が国に被害をもたらす自然災害には、様々な種類

があること 

・自然災害の発生場所は、全国に広く分布しているこ

と 

・新燃岳噴火の様子についても確認し、その被害の防

止についての関心を高め、 

 

 

 という学習問題へつなげる。 

◆白地図や年表形式に

まとめさせることによ

り、我が国の国土には、

自然災害が起こりやす

いという特色があるこ

とに気付かせる。 

☆【技能】 

 我が国の自然災害に

ついて資料から読み取

ったことを、白地図や年

表に整理している。 

☆【思考・判断・表現】 

 自然災害の多さから、

被害を防止する取組が

あることを予想し、学習

問題を立てている。 

調
べ
る 

○ 自然災害の被害を防ぐための国や都道府県、市町

村の対策を調べ、わかったことを発表する。 

 国→宮崎県→高原町 

 ＊防災施設にはどのようなものがあるか？ 

 ＊注意報や警報、避難勧告や緊急速報などの情報の

発信やそのためのシステムの整備はどのようにな

っているのか？ 

 ＊防災マップの作成、普及のさせ方や避難訓練の実

施についてどのようになっているのか？ 

◆教科書に示されてい

る事例をヒントに、身近

な地域(特に高原町）で

はどのような対策や事

業が行われているかに

も目を向けさせる。 

☆【知識・理解】 

 国や地方公共団体が

様々な対策や事業を行

っていること、国民一人

ひとりの協力や防災意

識の向上が大切である

ことを理解している。 

 

人々がどのように自然災害を防ごうとしているのか  

→新燃岳では？ 
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２ ふるさと学習の実践 

 (1) 広原小・狭野小学校第６学年の実践例（単元名：「“神武の里”高原の歴史を訪ねよう！」） 

  ア 授業のねらい 

    本研究所が作成した総合的な学習の時間の指導計画・学習指導過程に基づき、「高原町
に伝えられている神話・伝説、文化財について調べることを通して、歴史と伝統あるふ
るさとのよさを実感することができる」をねらいとして実践を行った。 

    また、広原小学校と狭野小学校の２校で連携し、第４時において、まとめたことを相
互に発表してＴＶ会議で交流し合い、ふるさとについて学習したことがより深まるよう
にした。 

 

  イ 指導計画（全５時間：本時１／５） 

段階 児童の活動・内容 教師の指導・活動の留意点 評 価 

第１時 

（本時） 

○ 「ひむか神話街道 Web サイト／

高原町」を鑑賞し、高原町の歴史 

○ 高原町には「天孫降臨」や「神

武天皇」にまつわる神話・伝説 

◆ 高原町の歴史や神話・伝

説、文化財に興味をもつこ 
    

第４時 ○ ＴＶ会議をとおして、狭野小学

校との交流発表会を行い、高原町

内の神話・伝説や文化財について

の知識を広げたり、考えを深めた

りする。 

○  発表をグループごとに区切

り、その都度質疑・応答や感想・

意見交換のやり取りをしながら

進め、児童の興味が持続するよ

うにする。 

◆ 自分の調べた課題につい

て、簡潔に分かりやすく伝

えることができたか。 

◆ 他の児童の発表に対して

質問したり、感想・意見を

述べたりできたか。 

第５時 ○ 単元の活動を振り返り、学習の

まとめをする。 

 

○ 作成したマップを校外に公表す

る計画を立て、外部に発信する。 

○ ワークシートを用いて、単元

の学習を振り返る。 

○ 作成したマップを、学校の Web

サイトやその他公共の場で公表

する計画を立て、児童の意欲を

高められるようにする。 

◆ 単元の学習を振り返り、

歴史や伝統あるふるさと高

原町についての自分の思い

をワークシートにまとめる

ことができたか。 

 

  ウ 本時の学習指導過程 
    活動目標…高原町の歴史や神話・伝説、文化財に興味をもち、それらについて、詳し

く調べていこうとする意欲をもつことができる。 

児童の活動・内容 教師の指導・活動の留意点・評価 資料・準備 

１ 「高原町クイズ」を行う。 

２ 高原町の歴史や神話・伝説、文化財で知っている

ものを発表し合う。 

 

３ 本時の学習の内容を確認する。 

 

 

 

○ 町花、町木、町鳥などの簡単なクイ

ズを提示し、高原町についての知識を

広げられるようにする。 

○ 歴史や神話・伝説、文化財とはどの

ようなものかを説明する。 

○ 主な資料や高原町の地図を掲示し、

視覚的に歴史や神話・伝説、文化財が

とらえられるようにする。 

神話・伝説や歴

史、文化財の説

明 

 

高原町の地図 

 

主 な 文化 財の

写真等 

４ 「ひむか神話街道 Web サイト／高原町」をＴＶで

視聴し、高原町には「天孫降臨」や「神武天皇」に

まつわるものが多いことを知る。 

 

○ 高原町には「天孫降臨」や「神武天

皇」にまつわる神話・伝説が多いこと

を説明する。 

○ 高千穂町の「天孫降臨伝説」に簡潔

にふれる。 

ひ む か神 話街

道 Web サイト／

高原町の動画 

５ その他の主な町内の歴史や神話・伝説、文化財に

ついて知り、自分が詳しく調べたいものを選択する。 

 

６ 調べる計画を立てる。 

○ 動画や資料等を提示することで、調

べたことをマップにまとめて交流発

表会をしたり校外に発信したりしよ

うという意欲を高められるようにす

る。 

主 な 文化 財等

の写真や資料、

マップなど 

 

   

７ 自己評価を行う。 

 

８ 本時のまとめをする。 

◆ 高原町の歴史や神話・伝説、文化財

に興味をもつことができたか。 

◆ 詳しく調べたいことを選択し、調べ

る計画を立てることができたか。 

ワークシート 

 

 

 高原町の歴史や神話・伝説、文化財に

ついて話合い、調べる計画を立てよう。 
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エ 授業の実際 

 (ア) ＩＴ機器の活用 

   単元を通してＩＴ機器の活用を図り、視覚的で分かりやすい資料提示に努め、児童が調
べたり表現したりする意欲が高められるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (イ) 体験的な調べ活動 

   図書資料やインターネット等で調べるだけでなく、教師と共に実際に現地に行って本物
の文化財を目にしたり触れたりする機会を設け、実感を伴った調べ活動となるようにした。
中には、初めて現地を訪れる児童もおり、思い出に残る体験的な調べ活動となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ウ) ＴＶ会議による交流発表会 

   本研究所が作成した町内共通の指導計画・学習指導過程で、広原小学校と狭野小学校で
の小小連携を図りながら授業を展開した。同じワークシートを用いて町の歴史や神話・伝
説、文化財について調べたことを両校ともにマップにまとめ、交流発表会を行った。 

   調べたことを相互に発表し合う言語活動を行うことで、まとめたことに対するそれぞれ
のよさや共通点・相違点に気付くとともに、ＴＶ画面を通して実際に顔を見合わせながら
交流することで、全ての児童が「とても楽しかった」「調べたことを分かりやすく伝える
ことができた」という感想をもつことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【デジタルＴＶで、資料のプレゼンテーション 
 画面を見る児童】 【タブレットＰＣで、文化財につい 

 て調べる児童】 

【神社を参拝し柄杒で 
 手をすすぐ児童】 

【地域の方にお話を 
 聞く児童】 

【狭野神社の杉並木 
 を歩く児童】 

【広原小学校近くの王子 
 神社を調べる児童】 

【ＴＶ会議を通して交流し合う児童】 
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 オ 実践授業の成果(○)と課題(●) 

  ○ 単元終了後に行った授業のアンケートでは、ほとんどの児童が「一生懸命調べた」「友

だちに調べたことを伝えてよかった」「調べたことを他の人々にもまた伝えたい」と回答

した。 

  ○ 昨年度行った「高原町に関するアンケート」を単元終了後に行ったが、「高原町につい

てもっと知りたい・調べたい」「他の誰かに高原町の自慢できることを伝えたい」と思う

児童が飛躍的に増加した。 

  ● 本単元の指導計画は５時間の設定であるが、 

   調べる活動やマップを作成する活動をていね 

   いに行うと、５時間での実施は非常に困難で 

   あった。予備時数から数時間もってくる必要 

   があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) その他の学校・学年の実践例 

 ア 小学校第５学年の実践例 

  ○ 小小連携での合同授業 

    ４校合同で行われた小小連携の機会を活用

して、ふるさと学習を行った。この時間は、

ふるさと学習の導入を行い、「霧島山」の写真

や副教材を使って、個々の山の名前を調べた

り、スケッチしたりしながら、これからの学

習の計画を立てた。 

    導入後は、それぞれの学校で児童個々の課 

   題を解決する学習を進めた。下は、児童が調 

   べたテーマの例である。 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ 
とても思う 思う あまり思わない 思わない 

【小小連携での授業の様子】 

○ 「霧島山」周辺の観光地 

 ・温泉 

・登山 

・ジオパーク国立公園 

・天の逆鉾 

○ 「霧島山」の風景 

○ 「霧島山」の形 

○ 「霧島山」はなぜつながっているのか 

○ 二子石の特徴や名前の由来 

○ 新燃岳の形や歴史 

１一生懸命調べたと思うか 

２伝えてよかったと思うか 

３調べたことをまた伝えたいか 

とてもある ある あまりない ない 

とても思う 思う あまり思わない 思わない 
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  イ 中学校第１学年の実践例 

   ○ 生徒の作品・学年発表 

     小学校で学習してきたふるさと学習の内容を振り返り、中学生の視点で自分が伝え

自分が伝えたい高原のよさをさらに詳しく調べた。 

    その後、グループに分かれ、テーマ別に作品にまとめた。 

     お互いの作品を発表し合い、高原のよさを共有するこ 

    とで、ふるさと高原のよさを見つめ直すことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 成果 

  ○ 昨年度の研究をもとに、ふるさと学習について、総合的な学習の時間の指導計画・学

習指導過程を作成し、年間５時間ではあるが町内全ての小・中学校で実践することがで

きた。 

  ○ 総合的な学習の時間におけるふるさと学習の実践を通して 

   ・ 高原町について、もっと調べてみたいという意欲をもった児童生徒が増えた。 

   ・ ふるさと学習の重要性や意義を、町内の多くの教師が認識することができた。 

   ・ 実践を通しての課題も分かり、次年度へ向けての取組の方向性が見えた。 

○ 教科におけるふるさと学習の系統表を作成し、教科の学習においても、ふるさと学習

を推進することができた。 

 ２ 課題 

  ○ 総合的な学習の時間や教科においてどの学校どの教師でも活用できるように、ふるさ

と学習を実践していく際の資料をデジタル化し、ネットワーク化しておく必要がある。 

  ○ ふるさと学習の実践を通して、総合的な学習の時間の指導計画・学習指導過程を更に

工夫・改善していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

〈生徒の感想〉 
 町の畜産や農業・灰の活用を調べて、農家の方の苦労を知
り、自分たちにできることをどんどんしていきたいと思った。
もっとこのような学習で高原のことを学び、周りの人にも知
ってもらいたい。 

 

【地下式横穴墓の制作】 

 

【学年発表の様子】 
 

【学級発表の様子】 
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